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自己紹介

渡部 春佳
 専門・関心

✓社会情報学、文化政策、政府と市民の
コミュニケーション

✓「新宿区のまちの魅力」（2016,17年
度）

✓「政策立案のための統計データの活
用」
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新宿区における地域資源（モノ・コト・ヒト）の集積

制度・環境の変化、災害
経済環境、交通網の変化
価値観の変化

様々な能力の人と出逢う
チャンスがある
寛容な風土、敷居の低さ
路地があり、中低層建物の存在

渡部春佳・阿部名保子「まちの魅力を創造する資源とその環境要因の分析 −新宿のまちの魅力の研究から− 」
『都市政策研究 第 20 号 』図7をもとに作成



文化資源の価値とは？

 誰にとってどのような価値があるのか

＝公共性の問題

公共性 

 官（政府）だけを意味しない 

 社会全体のための価値のあり方 

 市民・民間・NPOなども関与

→社会の中で価値をどのように調整し、実現していくか

文化資源の価値を社会の中でどう位置づけ、実現するかを設計するのが文化政策



公立文化施設の運営に関する文化政策

 文化資源を公共的に活用する仕組み 

 官だけでなく民間も運営に関与

e.g. 指定管理者制度 

 「社会への便益」と「ステークホルダーとの協働」という２つの
面での公共性をどのように実現するかが課題



研究アプローチ 議会議事録データに基づく言説分析

 地方議会議事録からデータの収集と分析

 議会議事録には、何が社会や地域にとって「公共」の問題となっ
てきたかが現れる

編集・公開 テキスト分析
収集・解析可
能な形での
データ化

テキストデータ
音声データ
動画データ



議会議事録分析で何ができるか

 議論の全体的な話題を把握できる 

 政治家の発言や立場の傾向を把握できる 

 行政の説明や方針を確認できる 

 社会の関心や価値観の変化を読み取ることができる

✓文化資源の公共的価値がどのように位置づけられてきたかを示す記録



日本の文化施設の可視化

出典：渡部春佳・浅谷公威「地方議会議事録の統合と利活用に関する社会情報学的研究(継続) 」
『公益財団法人電気通信普及財団 研究調査助成報告書 第38号 2023年度』
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文化施設と指定管理者制度

出典：渡部春佳「指定管理者制度と質」『都市問題』2024年8月号
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